


どちらがえらいのかな？

ある村のおはなしです。

 
 
 
野菜村のじゃがいもさんはうさぎ教の一番えらい位にいました。

 
うさぎ教というのはうさぎを神としてあがめたてる宗教です。

 
毎日うさぎ神をあがめたてて豪華な服をきてぎしきをしていました。

 
一方、にんじんくんは神ときいてもあがめたてたりしません。

 
しかし日常生活を見てみれば、人のためにいつも働いてみんなを幸せにしていました。

 



 
 
 
たかしくんは思いました。

 
一体どちらの方が神さまは喜んでいるのでしょう？

 
 
ある日子供がうさぎ神の像にボールをあてて壊してしまいました。

 



 
それをみていたじゃがいもさんは「神さまに何をするんだ」ときびしくしかりました。

 
あまりのこわさに子供は大泣きしていました。

 
にんじんくんは子供に「けががなくてよかった」と頭をなでてなぐさめてあげました。

 
子供は泣き止みました。

 



 
 
 
それをみていたたかしくんは宗教に入っていなくてもほかの人のために働いている人の方が

 
神さまは喜んでいるんだろうなぁと思ったのでした。

 
                                                  おしまい。


